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【改訂】第 3 版（2010-04-06）
【科目】環境工学特別研究
【科目分類】専門科目　【選択・必修の別】必修　【学期・単位数】２年間科目・14 単位
【対象学科・専攻】環境工学専攻・学年共通
【担当教員】

赤羽 良一
太田 道也
大和田 恭子
出口 米和
戸井 啓夫
友坂 秀之
中島 敏
藤重 昌生
藤野 正家
平 靖之
阿部 博
田中 英紀
脇田 英治
木村 清和
谷村 嘉恵
三上 卓
森田 哲夫
野村 和広
宮越 俊一
辻 和秀

【授業目標・教育方針】
・研究課題および、その基礎となっている背景が体系的に正しく理解されていること。
・研究課題の遂行に必要な実験的手法、解析的手法、数値的手法、資料、文献調査などの方法を理解し、運用できる
こと。
・得られたデータをまとめ、解析することができること。またその結果について合理的な説明ができること。
・研究課題に関わる英語の文献を読むことができること。
・研究発表会などの場で、自分の研究内容およびその結果を、相手に分かりやすく話すことができること。
・報告書などの作成において、その構成や文章表現が適切にできること。

【授業概要】
本科目の総授業時間数は 472.5 時間である。

・建設工学、都市工学、衛生工学、物質工学、工業化学、材料工学、生物化学、化学、生物学など環境工学に関する
特別研究である。
・正副担当教員の指導の下、２年間かけて、上記の分野およびその関連分野に関わる研究課題を、実験的手法、解析
的、数値的手法、あるいは、調査、討論などによって解明する。
・研究成果は１年時末の中間発表会、および２年時末に外部への公開で行われる特別研究発表会で報告しなければな
らない。
・中間発表では講演予稿集を、２年時の最終発表では研究論文集を作成する。

【教科書・教材・参考書 等】
各担当教官の指示による。

【成績評価方法】
［前期］日常的な取り組み、報告書・論文集等の内容、発表会における発表や質疑応答の内容により総合的に評価す
る。
［後期］日常的な取り組み、報告書・論文集等の内容、発表会における発表や質疑応答の内容により総合的に評価す
る。

【本校の学習・教育目標】
◎ (D) 技術的課題を分析し，解決するためのシステムをデザインする基礎能力を身につける．
◎ (E) コミュニケーション能力・プレゼンテーション能力を身につける．

【授業計画】（授業名：環境工学特別研究）
回数 授業の主題 内容 レポート・宿題等

1 各指導教員より与えられる研究
テーマ

各指導教員より与えられる研究テーマについて指導を
受けながら研究を実施する。

研究発表会予稿集
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